
狭あい道路拡幅整備事業の推進方策
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測量・工事期間の短縮

情報提供機会の創出

戸別訪問・協力依頼

広報（市報，市HP，市SNS等）

狭あい道路情報のデジタル化等

システムの最適化

庁内（道路管理課・建築指導課）

との連携

助成金・奨励金の見直し検討

土地家屋調査士会（東京・調

布）との連携・協力依頼

測量期間の短縮（着手の迅速化）

過去の事業実施案件資料の電子化・

整理

事務処理、市の執行体制の

見直し・効率化

事業申出者の実情に合わせた柔軟な対応

(工事着手までの期間短縮）

路線先行での後退線・中心線測量

整備内容の多様化を検討

複数案件を一体として処理

測量・工事費の縮減

利用しやすい環境整備

認知度向上

事務処理の効率化

事務処理の期間短縮


